
（別⋇）൝ಧ産学官連協定による取り組み一༮（2016 年度～2018 年度） 
● 2016 年 2 月 22 日： 三者協定ഁ結、「೨ํ命をಇばそう൝ಧ市！運動と食生活そして地域の連！」をテーマにキックオフイベントを実施 

● その後今年度までの３年間で、下表の“４つのテーマ”で活動を行ってきた。 

 
取組みテーマ １年目（2016 年度） ２年目（2017 年度） ３年目（2018 年度） 

“テーマ１” 
食生活（中ำᆅ）での市民の
౭ു状態向上の大規ெ研究 

503 名（45-79 歳） 
・10 食品ණのၭ取数が増加した： 

တ 1 ౝ目 7.6 種థ／11 種థ  
→ တ 4 ౝ目 7.9 種థ／11 種థ 

内 98 名（60-79 歳） 
・౭ു状態の向上にൣい、ഷั中の 

IGF-1 ಉの෯度が改ఒ 

１）日本応用ഠ年学会での発表（日） 
・2017 年 10 月 20～21 日 

２）ഭ売新聞 ୰シンポジウムでの
ງஂ（日） 

・2017 年 11 月 13 日  
＠パシフィコ横浜 

１）日本୰システム学会での発表（日） 
・2018 年 10 月 27 日～28 日 

 ・優ೢ発表として、学会（25 ඕ 1 ಀ）にൕൗ予定。 
2）ഭ売新聞社主ಈ「୰シンポジウム」でのງஂ（日） 
 ・2018 年 11 月 13 日 ＠ザ・グランドホール品川 

“テーマ２” 
地場食౫の認知向上と利用യ進  

１）レシピコンテスト 
・2016 年 6～9 月に実施、 
・応൳総数：128 点 
・2016 年 9 月 24 日  

本審査会：最優ೢೖ１点、優ೢೖ 2
点、特別ೖ 3 点、入ೖ 2 点を決定 

２）ポリฦ料理 ೨づくりౠ 
・2016 年 7 月 28～29 日 

レシピの 
・2017 年 6～8 月、「アグリロマン

൝ಧ」「൝ಧ市食生活改ఒ進協
議会」の料理教室でレシピをງ介 

１）൝ಧ急・೨フェアへの出ன(日) 
 ・2018 年 9 月 16 日 ＠൝ಧ医ఐ学大学 
 ・大規ெ研究の成果ງ介と 10 食品ණチェックの 
２）10 食品ණアプリの提（日） 
 ・2018 年 11 月 12 日アプリ公開 
 ・ニュースリリース発信 

“テーマ３” 
食生活（中ำᆅ）の基ຊ的研
究による機能性の解明 

共同研⋇ 
・研究テーマ『ＰＥＭマウスモデルに

おける中ำᆅの౼内༇ඪ೪制効果』 

共同研⋈ 
研究テーマ『低౭ു下の中ำᆅ

の౼内༇ඪ೪制効果の機解明』 
日本ఇ学会での発表（大学） 

・2018 年 3 月 28 日@金沢もてな
しドーム 

共同研⋉ 
研究テーマ『中ำᆅの౼内༇ඪ೪制効果における

IGF-1 の関連性』 

“テーマ４” 
食生活（中ำᆅ）での認知ඪ
೩者の౭ു状態改ఒ検証 

認知ඪカフェ「Ｄ－カフェ」での交流会
開ಈ 

・2017 年 3 月 26 日 
・市内小規ெ通所介護事業所「長太の

ఞ合所『くじら』」が月１回程度開
ಈしている認知ඪカフェ 

・൝ಧの地場食౫とココナッツオイル
を使用したカレーやスープ、デザー
トを食事として提供 

実ౚなし １）認知ඪカフェఃஈ事業者制度への支援 
 ・2018 年 12 月 12 日 
    カフェ運営事業者を対象にした強会を開ಈ 
 ・各運営事業者から、支援要望内容を申請していただく 

⇒2019 年 2 月 20 日時点で 3 事業者より要請あり。 
（あんしんカフェ、家ఔみまん。 

コミュニティーカフェきらめき） 
２）ஂ護予防・೨教実施事業者ಉに対する支援 
 ・上記の強会に൝ಧ市関係部局౭ു士・認知ඪ地域支援 

進員、認知ඪ初期集中支援チームメンバーも参加 
プレスリリースಉ 産学官連協力 2016 年度活動内容 

報告（記者発表・プレスリリース） 
・2017 年 3 月 29 日 ＠൝ಧ市役所 

日本ఇ学会にて研成果を発表 
（プレスリリース） 
・2018 年 3 月 29 日 

日本୰システム学会に優ೢ発表としてൕൗ 
（プレスリリース） 
・2019 年 4 月４日 

 


